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模型飛行機クラブ会報 Launchers2016 年７-８月号
● 2016 年･記録会は８月１４日（日）ＨＬＧとＰＬＧともグリーンパークの予定です。
● 2016 年･記録会は９月１８日（日）ＨＬＧとＰＬＧとも吉見公園の予定です。

２０１６年もいよいよ後半に入りますが、まだ夏なので田んぼはダメでじりじりと待機です。ランチャーズ

の夏期の記録会はグリーンパークと決まってます。しかし、狭い公園だからとストレスを感じるより、久し

振りに会えるメンバーとのビールを飲みながらのおしゃべりもイイものです。１年ぶりに来てみるとグリー

ンパークのメンバーも高齢化で、飛行機屋さんが減ってきたのは寂しい。３０程前、この公園が出来たて

の頃は樹木も低く回収が楽だったのですが、現在では樹も大きくなって公園が狭く感じます。しかし、こ

こを根拠地に活躍するヒコーキ屋も頑張ってくれていて、嬉しい事にスケール機仲間も増えてき公園ヒコ

ーキらしくなってきました。スケール機は立木に引っかかると壊れるので要注意です。スケール機はそこ

そこ飛んでくれれば十分ですので、飛びすぎないように注意しましょう。そんな事考えながら、公園での

お茶も楽しい物です。但し、高齢化が進みすぎて、お茶だけになっても困りますが・・・

記録会報告 ①②２０１６年６月ＨＬＧ／ＰＬＧ記録会報告

③④２０１６年７月ＨＬＧ／ＰＬＧ記録会報告、

お知らせ ⑤２０１６年まったけ大会案内 ⑥平成２８年ＦＦ小型機旭大会案内

⑦平成２８年ＦＦ日本選手権大会案内

ＦＦサロン

雑談天国 ⑧極西日本・明治の戦い 平尾

ざつがき ⑨ひばりのトスカ他

◆２０１６年６月記録会報告（ＨＬＧ／ＰＬＧ）

6 月ＨＬＧ記録会報告 ①・・・・・平尾

今年初めてのグリーンパークなので、道中全てが新鮮でした。３０年近く通っている道ですが、狭い八

日市街道も千葉に住む身には都会だなーとの思いでキョロキョロです。公園には早めの８時前に着いた

ので、まだガラガラでした。今回、石井英夫さんに久し振りにお会いして、まず挨拶の後おしゃべりで

す。その後あたふたと朝飯を取って、久し振りの公園の芝生に出動しました。ここは夏でも木陰があるの

で身体には楽ですし、公園もきれいに整備されている感じがイイ。毎年ここでやる記録会では、日頃は

会えない古手メンバーの健康状態や、老けぐわい気になります。そして新人に会えるのが楽しみです。

毎年やる夏のHLG－Bは小さいのでそれなりに難しく、その分年寄りにもチャンスがあるのですが、８０

才近くなるこの頃では、そのコノメリットも消え失せ最下位争いです。さて残念ながら、今回は誰からも記

録会の報告がなく、やむなく思い出しながらの報告です。

競技が始まってみると全体の出だしが良くない。パワーの井村選手と阿部選手は苦戦しているし、狙

っている中禮選手は安定しているが、いま１つマックスが出ない。その中で唯１人稲葉選手が好調。

後半になって今関選手、星野選手がマックスを続け始めた。結局、フライオフには稲葉、今関、星野、

中禮の４選手が残ったのは立派。そして４選手によるフライオフは９０秒マックスで２投始まった。結局は

小差で、稲葉選手が優勝、２位には野球投げの中禮選手が来た。そして地元の今関、星野の両選手が

３、４位となった。その他に久し振りに新品には見えない新人が１人増えたが、なかなかの実力である。

最近の記録会で感じる事の１つは、昔と違って勝負が終わると皆さん、昼飯も食べずにさっさと帰って

しまうので、なんとなく寂しい。昔はダラダラと残っていた人達は何処に行ってしまったのだろう。時代で

すかね。我々も年を取ったので体力が無く、そさくさと帰ってしまうのがいけないのかな。
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6 月PLG記録 6月 26 日グリーンパーク 晴、気温２５度 風 1m～ 3m ４０秒マックス５/１０投

ＮＯ 選 手 名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計 Ｆ１ F2 合計

1 稲葉 元 40 36 40 40 40 40 - - - - 200 84 284

2 中禮 一彦 34 40 33 23 31 40 40 40 40 - 200 79 279

3 今関 健一 15 16 18 40 40 40 40 26 31 40 200 53 253

4 星野 聡 27 29 40 37 40 40 26 26 40 40 200 30 230

5 井村 真三 26 21 28 26 25 40 40 40 24 40 188 188

6 阿部 雅幸 24 30 31 36 27 33 31 40 35 40 184 184

7 岡村 貞二 40 23 24 26 40 24 19 40 29 33 182 182

8 大八木重信 26 28 14 40 32 23 26 35 23 40 175 175

9 菅野 俊行 22 25 19 22 19 40 20 26 40 40 171 171

10 相沢 泰男 19 22 22 25 28 22 19 30 40 37 160 160

11 吉岡潤一郎 27 31 17 23 23 26 36 24 28 31 153 153

12 平尾 寿康 12 15 20 26 22 17 25 19 33 22 128 128

６月ＰＬＧ記録会報告 ④・・・・・工藤

雨のため 1 週遅れでランチャーズ記録会を行ないました。今回は、何年ぶりでしょうか１６名の参加者

で、ハンドランチの参加者を上回り、盛り上がりのある記録会となりました。天気予報も悪くなく、風は１メ

ートルから３メートルというところで、サーマルも時折現れます。序盤からMAXの連発で、１０の５では１６

名全員フライオフかと思われましたが、なぜかベテラン組３名(河田・吉本・工藤)がフライオフ進出なりま

せんでしたが、８名の選手が 5MAXを記録しフライオフ進出しました。中でも尾羽林選手は、１投目３９

秒でしたが、以後５連続MAXでフライオフ一番乗りです。岡田選手・原選手は７投目、八木(博)選手、八

木(喜)選手、大堰選手は８投目と余裕のフライオフ進出。三辺選手９投目、木下選手は１０投目で苦労

しながら５MAX を記録しフライオフ進出。

フライオフは９０秒MAX２投の勝負とし、各選手気流読みに入ります。１投目で尾羽林選手が５３秒を

マークしリード。他選手は４０秒前後で苦戦。尾羽林選手初優勝かと思われましたが、２投目でデサーマ

ル読みの名手(？)原選手は５８秒をマークしてリード。尾羽林選手は２投目４５秒でまたも優勝が逃げて

いきました。原選手優勝かと思われたとき、木下選手が見事にサーマルととらえて６３秒。２０１５年１１月

以来２度目の優勝でした。木下選手は１０投目で５MAXを記録しフライオフ進出したうえ、フライオフも最

後に発射して６３秒と、諦めない姿勢が今回の優勝につながったのかもしれません。木下選手、おめで

とうございます。工藤

６月ＨLG記録 ６月２６日グリーンパーク 晴気温２５度 風 1m～２m ４０秒マックス５/１０投

ＮＯ 選 手 名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計 Ｆ１ 合計

1 木下 龍三 29 40 40 10 40 19 34 29 40 40 200 41/63 263

2 原 一博 31 40 40 40 35 40 40 - - - 200 35/58 258

3 尾羽林邦夫 39 40 40 40 40 40 - - - - 200 53/45 253

4 ｱﾝﾄﾆｵ大堤 32 33 40 40 38 40 40 40 - - 200 39/53 253

5 岡田 光正 40 40 40 30 34 40 40 - - - 200 31/51 251

6 三辺 雄司 27 40 40 39 36 40 40 31 40 - 200 13/45 245

7 八木 博典 36 40 33 40 19 40 40 40 - - 200 39/44 244

8 八木喜久江 40 26 39 40 14 40 40 40 - - 200 39/37 239

9 工藤 陽久 40 40 40 29 40 39 39 36 27 33 199 199

10 吉本 凌一 30 36 40 40 40 33 40 22 30 34 196 196

11 河田 健 09 29 37 28 40 23 02 40 - - 174 174

12 関口 正哉 40 40 32 09 16 17 19 20 08 39 171 171

13 勝山 彊 22 19 17 40 33 29 40 - - - 164 164
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14 秋山 茂雄 25 35 25 24 20 17 26 40 27 16 153 153

15 水車 進 20 15 23 36 16 22 35 24 18 34 152 152

16 寺園 桜華 12 24 40 21 20 18 25 22 28 15 139 139

◆２０１６年７月記録会報告（ＨＬＧ／ＰＬＧ）
７月ＨＬＧ記録会報告 ①・・・・・赤星、平尾

今年２度目のグリーンパクですが、公園には８時前に着いたので人はまばらです。しかし、町田の石

井さんは既に着いていて、夏でも頑張っているようで嬉しい。まず陣取りをしてから、いつものように朝飯

です。格別変わったことはないのですが、私は公園や野原での朝飯が大好きで、毎回楽しみです。朝

飯はいつもあちこち捜して気に入ったサンドイッチか、自分で作るバスケットパンのジャガイモサンドイッ

チに、いつものドリップコーヒーを入れてかぶりつきます。まず、コーヒーの香りで元気付いて、病めるラ

ンチャーズがボチボチと挨拶を交わしていると、いつの間にか大勢のメンバーが揃っています。その内

の若手（６０才以下なら若手）は、来る早々に練習に駆けていくので嫌いです。さて、この日の気象条件

は良さそうで、これなら無事に記録会が出来そうです。

＊ 赤星レポート

今日はランチャーズ記録会７月に参加してきました。訳あって実家からグリーンパークへ出勤したの

で、通勤時間は朝でも５０分くらいかかります。日の出時刻の少し前にいつもの駐車場に車を停めて、

大荷物で公園へ。東側の木陰に陣取ってピットを作りますが、芝生の上ではすでにいつものようにＯＢ

林さんが飛ばしています。いったい何時に家を出ているのでしょう？

皆さんが集まり始めた頃には風も弱まって、場外の心配はなさそうです。しかし、空気の上下動はほと

んどなく、少しあってもデサーマルが支配的。もともと重くて浮きの悪い私の機体は、こんな気流ではどう

頑張っても勝ち目がありません。記録会が始まっても強いサーマルは現れません。少しでも高さで稼ごう

と力んだ私は、１投目引っ掛け、２投目スッポ抜けと立て続けに失投。もう、テンションがた落ちです。

しかし、ランチャーズは１０投５採なので、まだ巻き返せると気を取り直します。３投目からはまずまずの

投げができたにもかかわらず、３６・３７・３６・３７秒ともう少しMAXに届きません。その後、８投目でようやく

１つMAXが取れましたが、この辺が私のBサイズの実力ということでしょう。そろそろ新しい機体を作ろう

かな？いいパイプがないので、古い機体を壊して移植かな？優勝は唯一５MAXフルマークを達成した

中 0 さん。あの軽い機体をオーバーハンドであそこまで上げられたら敵いません。優勝オメデトウゴザイ

マス。公園の東側は拡張工事中。グリーンパークは中島飛行機の工場跡地に作られているので、となり

の都営住宅に戦時中の空襲の跡が残っているとかで、取り壊しに反対する意見があるとニュースか何か

で言っていました。今、拡張工事をしているところには、サーマルに乗った機体がよく飛び込んで、回収

に苦労しましたね。

７月ＨLG記録 ７月１７日グリーンパーク 気温２５度曇り 風 1m～２m ４０秒マックス５/１０投

ＮＯ 選 手 名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計 Ｆ１ F2 合計

1 中禮 一彦 40 40 25 40 22 30 40 39 32 40 200 200

2 稲葉 元 40 40 40 15 30 23 36 37 38 40 198 198

3 阿部 雅幸 40 34 33 32 31 37 40 40 36 40 197 197

4 相沢 泰男 32 40 33 40 40 30 05 34 27 32 187 187

5 赤星 和芳 11 05 36 37 36 37 34 26 40 36 186 186

6 小林 雅夫 28 29 27 23 27 25 40 40 18 35 172 172

7 池田 昇 09 27 37 23 30 29 34 30 40 26 171 171

8 今関 健一 25 32 28 18 18 17 40 25 27 39 166 166

9 星野 聡 25 38 29 20 27 23 25 14 34 30 158 158

10 菅野 俊行 27 32 26 21 26 40 05 24 28 21 153 153

11 岡村 貞二 21 36 25 29 18 21 22 21 23 13 135 135
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12 宍戸 輝夫 15 23 28 17 11 11 23 17 21 35 130 130

13 吉岡潤一郎 25 19 21 21 22 26 27 24 20 25 127 127

14 平尾 寿康 15 07 13 31 15 26 27 22 18 18 124 124

15 大八木重信 15 01 01 26 14 17 - - - - 73 73

７月ＰＬＧ記録会報告 ④・・・・・工藤

今日は 1 ｍから３ｍの風で、記録会の途中から風が強まるとの天気予報でした。なんとか良い条件で

の記録会ができることを希望しながら、各選手とも練習に励んでいます。９時の記録会開始時はほぼ無

風で、小さなサーマルが出る条件でした。ＰＬＧの記録表を見るとほとんどがMAXで、５投終了時点で工

藤、八木(博)選手、木下選手、八木(喜)選手、河田選手の５選手が５連続MAXでフライオフ進出。

６投目で三辺選手、尾羽林選手、吉本選手が５MAXを記録。水車（スイシャ）選手、岡田選手が 10 投

目で５MAXを記録し、 13 選手出場で、１０人がフライオフ進出となりました。各選手の技術とサーマル読

みが向上したためでしょうか、特に今日の気象条件では 40 秒MAXはほぼ 100 ％クリアできそうでした。

MAXの秒数とフライオフ進出基準を見直さなければならないのかもしれません(45 秒MAX か６/10 で

すかね)。記録表を見ますと、 87 投中MAXは 57 個で 65.5 ％のMAX取得率、 57MAXを出場 13 選手

で割り返すと１人あたり平均 4.4 個で素晴らしい記録会となりました。第 1 フライオフは、 80 秒MAX・２

投に決定。各選手ともフライオフ開始後すぐに打ち上げ、 40 秒台が多く、工藤が 60 秒でリード。２投目

は慎重となり、サーマル読みをしますが、悲しいかなサーマルが読めません。そんな中、水車選手が 80

秒をクリア。他の選手はサーマルを捕らえられず終了しましたが、河田選手・工藤が最後までサーマル

を読み、河田選手は待ち切れず発射し 33 秒、工藤はサーマルを読むふりをして、 1 分前に発射したと

ころサーマルを捕らえて、水車選手に続き 80 秒をクリア。結局、水車選手、工藤が 80 秒をクリアして第

2 フライオフ進出。第 2 フライオフは無制限 1 投の勝負とし、水車選手 55 秒、工藤はサーマルを捕らえ

86 秒で工藤の優勝となりました。多数の出場者で、素晴らしい気流の中での記録会でした。工藤

７月ＨLG記録 ７月１７日グリーンパーク 気温２５度曇り 風 1m～２m ４０秒マックス５/１０投

ＮＯ 選 手 名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計 Ｆ１ F2 合計

1 工藤 陽久 40 40 40 40 40 200 80 86 366

2 水車 進 40 40 40 15 25 40 30 05 25 40 200 80 55 335

3 八木 博典 40 40 40 40 40 - - - - 200 65 265

4 岡田 光正 40 40 38 40 40 31 26 30 32 40 200 54 254

5 木下 龍三 40 40 40 40 40 - - - 200 52 252

5 三辺 雄司 40 40 40 40 36 40 - 200 52 252

7 尾羽林邦夫 40 40 40 40 39 40 - - 200 47 247

8 八木喜久江 40 40 40 40 40 - - 200 46 246

9 河田 健 40 40 40 40 40 200 41 241

10 吉本 凌一 40 40 34 40 40 40 200 39 239

11 秋山 茂雄 35 40 34 40 37 38 07 38 40 32 196 196

12 原 一博 07 14 40 07 40 35 35 40 40 15 195 195

13 関口 正哉 10 13 14 06 35 19 33 36 36 39 178 178

お知らせ

■２０１６年まったけ大会案内
開催日時 ２０１６年１０月２日（日曜日）、

場 所 三重県鈴鹿市池田町タンボ

受 付 ７時３０分～８時１５分、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ８時１５分～８時３０分、競技８時４５分～１１時４５
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１２時～フライオフ、但し進行状況によって変更する場合がある。

参 加 費 ３０００円、中学生以下無料、２種目エントリーも参加費は変らず、但し、ダブル入賞

の副賞は上位成績の種目のみとする。

種 目 ①中型混合級（国内級、ミニ国際級グライダー・ゴム・エンジン機＋電動機）

※電動機：Ｆ１Ｓモーターラン１０秒、Ｆ１Ｑモーターラン７秒

②小型混合級（スパン３０インチ以下、ゴム１０ｇ以下のゴム動力機何でも可）

③ＨＬＧ級（A・B）

競技開始 ＡＭ８時４５分～１１時４５分、あとフライオフ

競技方法 ・中型混合級は２分マックス、５ラウンド制、・小型混合級は１分マックス第１Ｒは最大

３回まで飛行が可能。１分をクリアーした選手は２分マックスの第２Ｒに進む。２Ｒは

２回まで飛行が可能。２分をクリアーした選手はフライオフへ進む

・ＨＬＧ級は１分マックス１０ラウンドの上位５ラウンド制

そ の 他 ・第三者に被害を与えた場合、競技者の自己責任とする。

・気象条件等により、ラウンド数、マックスタイムを変更する場合がある。

・デサマライザーの火縄落下は落下防止装置付、無しは失格

・ご不明な点があれば、各種目の実行委員にお尋ねください。

実行委員 ・中型混合級 吉川強、佐藤宏彦、吉田潤、・小型混合級 小黒雅元、鈴木勝

・ＨＬＧ級 掛山吉行

■平成２８年フリーフライト小型機旭大会案内
１．期 日 平成 28 年１１月４日(金)、雨天の場合は中止

２．会 場 千葉県旭市（日本選手権開催場所通称干潟）

３．主 催 フリーフライト委員会

４．大会委員長 フリーフライト委員長 和田光信

５．競技役員他 競技委員長 和田光信、競技役員 FF委員

６．種 目 電動FF、HLG-A、HLG-B、F1G、F1H、F1J、ライトプレーン。

ただし、種目の参加者が 3名に満たない場合は混合。

７．参加 資格 当日有効の模型飛行士登録者

８．申込 方法 11 月 4 日（金）競技会場（肥料小屋前） 7:00 ～ 7:30 受付

９．参 加 費 ２,０００円(1 種目、２種目以上は 3,000 円)、中学生以下無料

10.競技規定 FAIスポーツ規定に準拠。各種目ともラウンド制として５Ｒ競技を行い、合計タイム

で順位を決定する。同タイムの場合は決勝 飛行を行う。

電動機規格はF1Sモーターラン１０秒、 F1Q７秒とし最大計測時間は２分とする。

HLGは最大計測時間６０秒飛行を 1 すに２回行い、飛行時間の長い方をそのＲ

の公式飛行とする。ＬＰは最大計測時間は１分とする。ＬＰの特別規則：ＦＦ国内級

規定１５に特別規則を付加する。①動力ゴムの重量５ｇ以下、②折畳み及び可変

機構を伴わない空転プロペラ使用。

状況によりラウンドの最大計測時間、モーターランを変更することがある。

11.競技 時間 ７時３０分開会式。８時ラウンド制による競技開始。１３時３０分決勝飛行開始。

ラウンドの時間等の詳細については競技会当日に発表する。

12.保安・損害賠償 人畜、土地、建物その他の物件に競技その他により損害を与え賠償が必要な場

合は、当該者が全額を負担する。

機体検査・随時検査を行う。不合格の場合、記録は全て無効。選手の責務・選手

は計時員の計時員として計時に協力する。

13.連 絡 先 各団体のFF委員又はFF委員会事務局 田久保ff@iinkai.ss.tt.ts.st
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■平成２８年フリーフライト国際級日本選手権競技会案内
１．主 催 日本模型航空連盟 公認（一財）日本航空協会

２．期 日 平成２８年１１月４日（金）、１１月５日（土）、６日(日)

３．会 場 千葉県旭市万才田んぼ

４．種 目 フリーフライトＦ１Ａ，Ｆ１Ｂ，Ｆ１Ｃ、

５．参加 資格 日本国籍を有する選手権期間中有効の模型飛行士登録者

６．選手権委員長 日本模型航空連盟会長 安田邦男 陪審員 日本模型航空連盟金川 茂

７．競技委員長 ＦＦ委員会長 和田光信、副委員長Ｆ１Ａ 河合 良、Ｆ１Ｂ 谷塚 正実

Ｆ１Ｃ 西澤 実、競技役員 日本模型航空連盟会員

８．申込 方法 参加申込書に必要事項（参加種目氏名住所電話番号、模型飛行士番号と有効期

限、宿泊同伴者の有無）を記入し期日までに参加費を振込むこと。専用振替用紙が

ない場合、郵便局振替用紙を入手して必要事項記入し申し込む。

振替口座番号０１６０－６-５９１１９、加入者名 日本模型航空連盟

いったん納入した参加費は理由の如何を問わず返却しない。

９．締 切 日 平成 28 年（ 2016 年） 9 月 9 日（金）（当日消印有効）

10.参 加 費 22,000 円（１種目）

11.宿 泊 役員以外は宿泊は自由、但し１１月４日の受付開会式・ミーティングに出席する。

12.斡旋 宿舎 いいおか潮騒ホテル ＴＥＬ 0479-85-6677 、申込書に宿舎斡旋の要否を記載す

る（１泊に付き１１月４日、５日共に 8,700 円)。２泊の場合は申込用紙に「宿泊費 17,

400 円」を記載する。申込後の宿泊キャンセルは不可。選手と同様同伴者の宿泊も

斡旋する。（１泊 8,700 円)、この場合同伴者を含めた合計金額を記載する。

13.食 事 斡旋する宿舎の夕食は宿泊費に含む。（但し、朝昼食は含まない）。

14.参加 受理 参加申込会員に参加受理書を送付する。選手は受付時間内に本部に参加受理

書、機体仕様書を提出しする。

15.受 付 １１月４日１５時～１７時までに必要書類を提出する。時間内に到着出来ない場合は

予め連絡する。又、機体検査等を希望する選手は受付時に申し出ること。

16.機体 検査 原則として競技前の機体検査は行わない。但し、Ｆ１Ａは曳航索、Ｆ１Ｂはゴム重量、

Ｆ１Ｃは機体重量の検査を行う事がある。選手が希望した場合は機体検査を行う。競

技中、抜取り検査を行う場合がある。この検査で不合格の場合、それ以前の記録は

全て無効となる。

17.選手の責務 １．選手は他種目の役員をする。出来ない場合は代理人を立てる。役員の業務を怠

った場合、当該選手の競技記録の一部または全部を取り消すことがある。

２．異議申立は競技委員長に文書で行う。但し、競技中に計時員や役員の決定等

の疑義や、競技中発生の損失不法行為で速やかな処理が必要な場合は、口頭

で競技委員長に行う事が出来る。全ての異議には供託金 30,000 円を添える事。

供託金は異議が認められた場合は返却する。

１．機体回収に４輪自動車の使用は不可。使用した場合当該ラウンドの記録を抹消

する。オートバイ使用時はヘルメットの着用など道交法に基づくこと。

18.競技 方法 １．競技は２０１６年有効のＦＡＩスポーツ規定に準拠した公式飛行と決勝飛行を行い

選手権者及び順位を決定する。状況により競技を延期または中止する事がある。

２. 競技を開始した場合は原則として当日中に競技を終了させる。

３．フライオフのピットは抽選により決定する。

19.日 程 11 月 4 日受付:15:00 、開会式:17:00 、夕食:18:00 ～

11 月 5 日Ｆ１Ｂ競技:7:00 ～、 11 月 6 日Ｆ１Ａ, Ｆ１Ｃ競技:7:00 ～、閉会式:15:00

20.ラ ウ ン ド １ラウンド、 7:00 ～ 7:55 、２ラウンド、 8:00 ～ 8:55 、３ラウンド、 9:00 ～ 9:55

４ラウンド、 10:00 ～ 10:55 、５ラウンド、 11:00 ～ 11:55 、ＦＯ１、 13:00 ～ 13:10
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ＦＯ２、 14:00 ～ 14:10

21.損害 賠償 人畜、土地、建物他に対し競技他により損害を与え賠償が必要な場合、当該選手が

全額を負担する。

22.世界選手権候補 平成２７年度、２８年度選手権の持点を合計し、上位より順番に次回世界選手権

の日本チームの選手となる資格が与えられる。

１位－１２点、２位－９点、３位－７点、４位－６点、５位－５点、６位－４点、

７位－３点、８位－２点、９位－１点

連 絡 先 ＦＦ委員事務局田久保潤一 ０９０－３２２７－１７４４

ＦＦ委員会長 和田光信 ０９０－３１３６－４２７６

ＦＦ文化サロン

⑬今回はお休みです。・・・・・平尾

★ 雑談天国
★ 極西日本・明治の戦い ⑧・・・・・平尾

２．１９世紀の帝国主義

日清戦争の起こった１９世紀末、世界は帝国主義時代の真っただ中にあった。欧米の強国がアジア

やアフリカの後進地域を保護国化あるいは直轄支配して、植民地とするのが当たり前の時代で、それが

現代と根本的に違っています。１８９５年日清戦争から１０年後は日露戦争で、さらに２０年後の１９１４年

の第一次世界大戦が始まった頃は、世界の面積の半分が「６大強国」の植民地になっていました。「６大

強国」の中で英露仏の３国が抜きんでており、この３国の植民地だけで合計の約９５%を占めていました。

日本も「６大強国」の一つに数えられてましたが、英露仏と比較すれば植民地の面積はごくわずかで

した。全世界の３分の２が、そうした諸国の植民地か半植民地だったのです。

ペリーが

１８５３年日

本 に 来 航

し、１ ８５８

年 に 日 米

修 好 通商

条 約 が 結

ば れ日 本

は開国しま

した。それ

から １ ０年

後の１８６８

年 が 明 治

維新です。

その当時、

列強がアジ

アのどこま

で進出して

いたかを地

図 で 見 る

と、インドか
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らフィリピンまでの東南アジア地域と中国の一部までが、植民地化が進行していました。その時アジアで

残っていた独立国は日中韓だけでした。当時は貿易問題が戦争を起こす理由になったのです。白人国

家だけが独立国で、他国は勝手に略奪して良いと考えたのが１９世紀の帝国主義だったのです。しか

し、当時はまだ清国は戦争を仕掛ける相手ではあっても、植民地化の対象と思われてなかったのです。

その理由は中国アロー戦争時の局地戦で大沽砲台からの砲撃で、英仏同盟軍艦隊が撃破されたこ

とがあったからです。植民地化にお金がかかりすぎると対象から外されたのです。言い換えれば、当時

の日中韓３ヵ国は、政府が機能し続けている限り植民地化を免れられたのです。

２．遅れてきたロシアの南下政策

ロシアが南下政策を開始したのは帝政ロシア時代で、１８５３年のクリミア戦争がその嚆矢でした。クリ

ミア戦争では欧州列強の支援を受けたオスマン帝国の抵抗により、ロシアは一度は不凍港獲得を断念

します。しかし１８７７年に再びオスマン帝国と露土戦争で勝利するものの、ここでも欧州列強の介入によ

って大幅な譲歩を余儀なくされます。結局、ロシアはオスマン・トルコとの２度にわたる戦争でこの方面の

南下を取りやめました。そこで、極東の清がひどく弱体化している点に着目します。そしてロシアはアロ

ー戦争仲介の代償ということで、ウスリー河以東アムール川以南の地域を要求し清に割譲させます。こ

れでロシアは不凍港・ウラジオストクを得ます。更にロシアは船体修理を名目に、付近の土地の租借権

や警備権をも要求したのですが、ここでもイギリスが干渉したので引き下がりました。しかし、ロシアは１８

９１年にシベリア鉄道建設などで、再度中国進出を開始します。当然ながら、ロシアの南下は日本の脅

威となりましたが、イギリスもこの南下を警戒するのです。その後ロシアは、ウラジオストク保護の為にと朝

鮮半島制圧を意図しました。

中国で「扶清滅洋」を叫ぶ宗教的秘密結社義和拳教が、排外運動を展開しました。その結果、北京

の公使館員や居留民保護と称して８ヶ国連合軍が北京に進出し、その中で日本軍が最大の兵力８０００

人を投入しました。北京は連合軍に占領され、北京議定書による賠償金と、北京周辺の護衛は外国部

隊が任務にあたることになりました。日本は北京と天津に清国駐屯軍を設置し、これが後日中戦争の主

力部隊となりました。ロシアも満州を事実上占領します。しかし、１９０２年の日英同盟によってロシアは

やむなく満州から撤兵を約束しましたが、日本を軽視し兵力の撤兵を行わなかったのです。そこで日本

国内で対ロ強硬論が噴出し、韓国、満州の利益に関する日露交渉が決裂し、１９０４年に日露戦争が勃

発します。こうしたロシアの南下政策の歴史を見ると、その時々によって最も「脆弱」だとみなしうる国を

見定め南下政策を実行してきました。上述した通り最初はオスマントルコ帝国を狙い、欧州列強がこれ

に反対すると、末期をむかえていた清、朝鮮と、小国の日本を南下ルートとして選びます。しかし、日露

戦争に敗れて小アジアだけでなく極東でも南進を阻まれると、今度はバルカン半島を目指しました。

「脆弱な部分を狙う」南下政策は、現在の中国の海洋進出との類似性を感じずにはられません。

３．明治時代の朝鮮

明治政府は欧米諸国が朝鮮半島に進出することを警戒し、鎖国政策の李氏朝鮮に強く開国を迫りま

した。当時、朝鮮の実権は国王の父・大院君が握っていて、「鎖国攘夷政策」では、わが国も「攘夷」の

対象とされていました。しかし李氏朝鮮はあまりにも弱体で、鎖国していてはいずれ欧米の植民地となる

恐れがあったのです。それを憂慮した日本は、朝鮮半島をロシアから守らなければ自国の存続はありえ

ないと考え、朝鮮を近代国家として自立させての同盟化を協議しました。しかし、中国と朝鮮は歴史的

に日本を小国と侮ってきた事実があるので、同盟などあり得ず挫折しました。要するに中国や韓国の

「反日」は戦後始まったものではなく、この時代から日本を毛嫌いしていたのです。また、両国が「植民

地化」の危機を日本ほど深刻に考えてなかったので、明治政府は「アジアの団結」が実現不可能なこと

を思い知りました。そこで日本はアジアの団結に頼るのではなく、日本一国のみで欧米諸国と対等にな

る事で、自国を欧米の侵略から守る考えになりました。当時の日本の立場は、座して植民地になるか、

それとも軍事力を持ち帝国主義の仲間入りをして植民地を持つかしか道はなかったのです。

李氏朝鮮は１６３７年に清の冊封国となっていまた。その後、１９世紀後半に帝国主義政策が東アジア

に及ぶと、江華島事件を契機として１８７６年（明治９年）に日本との日朝修好条規を始め、アメリカやフラ

ンスなどの欧米諸国と不平等条約を結ぶことになったのです。この情勢を受け、朝鮮国内では冊封体

制を脱して近代化すべきという者と、清国との関係を維持すべきだという者（事大党）とが対立します。両



- 9 -

派の暗闘から事変が起こり、公使館保護を名目とする日本と、朝鮮を属国する清は鎮圧を理由として出

兵し、日清の対立は決定的となったのです。李氏朝鮮では１８７３年に大院君が失脚し、国王(高宗)と皇

后(閔妃[びんぴ])が国王親政の名のもとに一族で実権を握りました。後に初代内閣総理大臣となった金

弘集は明治１３年に修信使として来日し、開国の必要性を認識して、国王に日朝清が連携すべきと進

言しました。それが採用され朝鮮もようやく開国に転じたのです。翌年、朝鮮は日本から軍事顧問を招

き新式の陸軍を編成するとともに、日本に大規模な使節団を派遣しました。ところが１８８３年、大院君の

クーデターで日本公使館が焼き討ちされ、日本人軍事顧問や公使館員が多数殺害されました。更に翌

年甲申事変が起き、再び多数の日本人が犠牲になったのです。この事件は日本政府の援助を過信し

た朝鮮開化党の軽挙に原因し、それに乗じた清の駐屯兵と朝鮮軍隊の暴動で、日本人男女四十余人

が惨殺されたのです。これらの事変の後高宗も閔妃も、干渉を強くする日清両国に耐えられなくなり、猫

を被っていたロシアに近づくようになったのです。

日本は朝鮮の他国依存主義に呆れ、内政改革を勧告したました。しかし、改革は清勢力の失墜を意

味するので、事大党派は清の袁世凱の後援を得て強硬に反対しました。しかし、日本は追及の手を緩

めず、清韓関係の廃棄と清国軍の撤退を要求しました。清の袁世凱は日本の強硬な態度を察知するや

密かに韓国を脱出し引揚げました。その後も李朝は急場逃れの回答をしたが日本は納得せず、兵力を

行使する旨警告し宮廷内の朝鮮兵を駆逐しました。こうして閔氏一族は逃走し、中国が策を労して韓国

に戻していた大院君が、日本の要望で政権を引受ます。復帰した大院君は直ちに清韓関係の廃棄を

宣言し、清兵駆逐を日本に要請しました。この様に当時の韓国支配層は無定見だったのです。

日本は権益を確立するために、まず朝鮮から清朝の影響を排除する必要があったのです。そして１８

９４年（明治２７年）に日清戦争が勃発します。そして１８９５年、日本が清国に勝利し下関条約を締結し

ました。日本は清国に朝鮮を独立国として認めさせ、朝鮮から清に対する貢献・臣下の典礼等を廃止さ

せました。１８９７年（明治３０年）韓国は清の属国でなくなったので、国号を「朝鮮」から「大韓」と改め、高

宗は皇帝に即位したのです。その後、冊封の象徴の迎恩門や「恥辱碑」といわれる大清皇帝功徳碑を

倒して独立を記念しました。この様な朝鮮問題が明治全域を通じて終始重大問題とされたのは日本の

国家生存に触れるためでした。日清、日露戦争も、全て朝鮮と清国を中心として引き起こされ、両国内

で戦ったのに、両国の意志は全く無視されているのである。

マキアヴェッリは「君主論」で、次のような言葉を残しています。「隣国を援助する国は滅びる」 「次の

二つのことは、絶対に軽視してはならない。第一は忍耐と寛容をもってすれば、人間の敵意といえども

溶解できるなどと思ってはならない。第二は報酬や援助を与えれば、敵対関係すらも好転させうると、思

ってはいけない」。 わが国は明治期に日清日露戦争で多くの犠牲を払いながら学んだ事を昭和にな

ってそっくり忘れて、日本らしくない第２次大戦に突入し、国を滅したのである。

４．日清戦争 明治２７年～２８年（１８９４〜１８９５年） ブログ・日本の戦争の歴史から

前述のように、東南アジアを次々に植民地化してきた欧米列強はさらに東進する姿勢を見せ、加えて

当時、徐々に勢力を伸ばしてきたロシアが、サハリン、ウラジオストクまで南下したため、日本列島、清、

朝鮮半島は西北から挟撃される状況にあった。当時の日本にとって開国後の最大の問題は隣国の清

国と朝鮮にあった。そこでまず日清戦争が勃発したのです。清国には、１８８４年清仏戦争、１８８７年イギ

リス艦隊による朝鮮巨文島占領、露朝密約事件（ロシアと朝鮮の接近）、１８９１年ロシアのシベリア横断

鉄道敷設開始があった。その上日本は１８８４年の韓国の甲申政変（日清駐留軍の武力衝突）、１８８６

年の清の北洋艦隊・「定遠」「鎮遠」等の来航時の長崎事件が起きて、清と交戦する可能性がでてきた。

ただし当時は、海軍力で優位にある清国が日本に侵攻するとの想定でした。この頃、清朝は開戦論

に傾いていたが、李鴻章は開戦には消極的であった。明治天皇も伊藤博文も慎重論であった。しかし、

日英通商条約が成立し治外法権撤廃に成功し問題がなくなった。一方ロシアは１８９１年にシベリア鉄

道建設を開始したが未完成で、戦争には介入できないと判断したのである。そして１８９４年７月、日本

海軍は黄海上で清に奇襲攻撃をかけ北洋艦隊の戦艦１隻を沈めた。陸上でも日本陸軍が行動を開始

し、清の朝鮮駐屯軍と７月２９日京城南方で衝突し、清軍は大敗し潰走した。日本は宣戦布告前に奇襲

攻撃を行ったのである。しかし、遂に８月１日に日清両国が宣戦布告し、清軍は平城に兵力を結集した

が、９月に全軍総崩れとなって撤退し、平城の戦いは日本軍の勝利となった。
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海上では９月、日本の連合艦隊が清国の北洋艦隊を捕捉し、黄海海戦で致遠などの主力艦３隻を撃

沈し大勝した。日清戦争当初の戦場は朝鮮半島と黄海だったが、１０月に入って日本軍が鴨緑江をわ

たって清国の遼東半島に侵入し旅順を占領し、このとき旅順市民を殺害して国際的に非難された。１８９

５年１月末、日本海軍は北洋艦隊の拠点・威海衛を攻

撃し、陸軍も山東半島に上陸した。そして２月、北洋

艦隊の水師提督丁汝昌が降伏し自決した。戦意を失

った清朝政府は休戦交渉に入り、李鴻章が下関会談

で伊藤博文・陸奥宗光らとの交渉に応じた。この講和

会議の間に、日本は台湾併合の既成事実を作るた

め、台湾に付属する澎湖諸島を占領した。講和会議

の結果、下関条約が成立して戦争は終結した。日本

は賠償金と遼東半島・台湾・澎湖諸島の割譲等十分

な成果を得た。この時清の動員数６０万人、死傷者３，

５００人、日本は動員数２５万人、死傷者１，４００人とな

っている。この戦いは日本にとって最初の近代戦体験

で、その勝利により大陸侵出の足がかりをつかみ、更

に清国からの２億両の賠償金は、国内の製鉄業の育

成、金本位制の実施など資本主義体制を確立させる

ことに大きく寄与した。こうして日本はアジアの強国と

して台頭する第一歩となったが、それは東アジアに権

益を有するヨーロッパ諸国を強く刺激し、ロシア・フラ

ンス・ドイツによる三国干渉によって遼東半島は還付

させられた。この帝国主義時代に行われた日清戦争

は、清の威信失墜など東アジア情勢を激変させただけでなく、日清朝鮮の三国に大きな影響を与えた。

日本は、大規模な対外戦争をはじめて経験することで「国民国家」に脱皮し、この戦争を転機に経済が

飛躍した。また戦後、国内では明治政府は藩閥と民党側が提携するなどし、清の賠償金などを元に積

極的な国家運営に転換した。そして懸案であった産業政策や金融制度や税制体系など以後の政策制

度の原型が作られることとなる。

しかし、植民地争いを繰り返してきた白人の国々は、まだ日本を同等の強国とはみなしてなかったの

です。その為日本は、ヨーロッパ列強の東アジアへの侵略をめぐる様々な駆け引きにさらされる事になり

ました。とはいえ、当時の日本はイギリス、アメリカ両国とはおおむね友好的な関係でした。清国が下関

条約によって朝鮮に対する宗主権を放棄したことによって、朝鮮は近代的な主権国家として自立するこ

とになった。しかし、清に替わって日本とロシアが朝鮮の利権を巡っての対立が表面化することとなる。

その対立が１８９５年、親ロシアの朝鮮王妃閔妃を日本の送った暗殺団による宮中で殺害する閔妃暗

殺事件を起こした。この強引な日本の介入は列強の反発を買い、ロシアの侵出が顕著となる。これによ

って日本では「朝鮮は日本の生命線だ」という意識が強まり、この後ロシアの排除を目指して日露戦争

へとつながっていくのである。

＊ 清国北洋艦隊司令官・丁汝昌

１８８６年清の北洋艦隊の「定遠」、「鎮遠」は当時世界最大級で３０.５cm砲を４門そなえ、装甲の厚さ

は東洋一で日本海軍にとって化け物のような巨大戦艦であった。母港威海衛から出てきた北洋艦隊が

索敵中の日本の連合艦隊と遭遇した。横陣をとる北洋艦隊の旗艦「定遠」の３０.５センチ砲が火を噴き、

戦端が開かれた。海戦の結果、無装甲艦の多い日本連合艦隊は１３４発被弾して弾が船体を貫通した

ものの、旗艦「松島」（４０００トン）など４隻の大・中破にとどまった。装甲艦を主力とする清北洋艦隊はそ

の６倍以上の弾を被弾し、「超勇」「致遠」「経遠」など５隻が沈没し、他に６隻が大・中破、「揚威」「広甲」

が擱座した。この海戦は清の武人と日本の武士の戦いでした。清軍は基本的には砲撃で勝負せずに、

艦をぶつけて乗船している兵士で戦おうとしたのです。しかし、日本はイギリス留学等の知識により砲撃

戦で戦ったのです。しかし、輸入した日本の軍艦は小型なので、大砲を発射すると船が転覆しそうにな

清国戦艦・鎮遠７.１００トン

日本の旗艦・松島４.２００トン
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るので、もっぱら小口径砲で戦いました。一方清軍は、砲の訓練を怠り弾が当たらなかったので、勝負

があったのです。それと、日本はこの時初めてイギリス製の魚雷を使いました。但し、射程が３００メートル

で接近発射が必要ですが、敵は船上の歩兵で戦う気ですから撃沈されたのです。要は古い考えの清

国兵士と、最新の軍事技術の日本兵の戦いだったのです。

海戦後、北洋艦隊の残存艦艇が威海衛に閉じこもったため、日本が制海権を掌握した。孤立しても

清の残存艦艇は健在で、旗艦「定遠」の３０センチ砲などで抗戦を続けました。しかし、水雷艇による魚

雷攻撃に加え、日本艦隊の艦砲および日本軍が占領した陸からの砲撃で、清側の被害が大きくなる

と、清の陸兵とお雇い外国人の傭兵が、北洋艦隊の丁汝昌提督に降伏を求めた。その為、それまで降

伏を拒否していた丁提督は、部下を助けることを条件に降伏し服毒自決した。丁汝昌の遺体はジャンク

船で後送されることとなった。それを知った日本の伊東司令長官は「丁提督ばアジアに威名をふるった

北洋艦隊の司令官である。その亡骸を送るのにジャンク船を用いるとは何事か！」と一喝し、日本が没

収するはずだった船に亡骸を乗せて送るよう伝えた。そして丁提督の遺体を乗せた船が出港するとき、

日本艦隊は各艦半旗を掲げ整列し、旗艦「松島」から弔砲が放たれ、伊東は最敬礼で見送った。まさに

武士の心意気であった。このことがロンドンタイムズで報道され、敵に対しても礼節を重んじる日本海軍

の姿は世界の目を改めさせた。勝海舟は丁汝昌の自分一身と軍艦を犠牲にした采配に対し「蕭条たる

海戦史の秋の野に、一点の紅花を点じた」と述べた。

5 ．日露戦争 明治３８年～３９年（ 1904 〜 1905 年） ウイッキペディア

この図は当時の中国国内の勢力図である。見たら解るように

清朝の勢力範囲は中国のほんの一部でしかない。この状態で

ほって置くとどうなるか、現在の我々でも不安になる。これで

は、いずれロシアに併合されてしまうと思うのが常識であろう。

日清戦争は南下するロシアを食い止めましたが、この事はイ

ギリス、アメリカ両国と日本と利害が一致していたのです。しか

し、これ以後、ロシアの嫌がらせがはじまる事になります。そし

て日本に対しロシア、ドイツ、フランスの三国が、日本が日清戦

争で得た清国の領土である遼東半島の領有権を放棄するよう

求めてきたのです。応じないと戦争になるとの「脅し」で、日本

はやむなく遼東半島を放棄した。さらにロシアは清国に対し日

本から領土を返還させてやったと恩を着せ、遼東半島を租借と

いう名目で手に入れました。その上に清国の領土の領有権を

主張し、朝鮮半島の北に自国の軍を配備したのです。

この結果、日本の危機感はピークに達しました。そしてイギリ

スもこの状況を快く思わなかったのです。しかし、当時のイギリ

スはボーア戦争で国力が疲弊していて、ロシアを相手に戦争を

する余裕はなかったのです。そこでイギリスは１９００年日本と

「日英同盟」を結びました。１９０３年８月日露交渉において、日

本側は朝鮮半島を日本、満洲をロシアの支配下に置くという妥協案をロシア側へ提案した。しかし、主

戦論を主張していたロシアは利権を妨害される恐れありとして、妥協案に興味を示さなかったのです。

常識的に考えれば、強大なロシアが日本との戦争を恐れる理由は何も無かったからです。そしてロシ

アは日本側へ、朝鮮半島の北緯３９度以北を中立地帯とし、軍事目的での利用を禁ずるという提案をし

てきました。この提案は朝鮮半島が事実上ロシアの支配下となり、日本の独立も危機的になると判断し

ました。更にロシアがシベリア、満州で進めている鉄道が開通すると、ロシア軍の極東への派遣が容易

となるので、日本は対露開戦へ傾いたのです。そこで１９０４年２月、外務大臣小村寿太郎は当時のロシ

アの公使を外務省に呼び、国交断絶を言い渡した。さらに日本は友好国アメリカからも支援を受け、４年

後の１９０４年にロシアに宣戦布告します。当時のロシアはイギリス・アメリカに勝るとも劣らない強国で、

しかも近代的な戦争にも慣れていました。

戦争遂行には莫大な資金が必要です。しかし、当時の日本は日清戦争でも欧米に多大な借金をし

中国内の勢力範囲
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ており、資金調達が難しかった。日本銀行副総裁高橋是清は、日本の勝算を低く見る当時の国際世論

の下で外貨調達に苦心した。当時、政府の戦費見積もりは４億５千万円であった。当時の日銀の保有

正貨は５千２百万円であり、最低でも約１億円を外貨で調達しなければならなかった。そこで欧米で発

行額１億円、期間１０年据え置き最長４５年、金利５%以下との条件で外積を募集した。開戦とともに日本

の外債は暴落して、初回計画された１０００万ポンドの外債も引き受け手が現れない状況であった。当時

の世界中の投資家が日本が敗北して資金が回収できないと判断したためである。是清はイギリスで、額

面１００ポンドに対して発行価格を９３.５ポンドまで値下げし、日本の関税収入を抵当とする等の好条件

でイギリスの銀行家たちと１ヶ月以上交渉の末、ようやくロンドンでの５００万ポンドの外債発行の成算を

得た。しかし、結果として当初の調達金利を上回る６%での調達となった。ところが実際の応募状況はロ

ンドンでは大盛況で募集額の約２６倍、ニューヨークで３倍となり大成功の発行となった。さらに１９０４年

鴨緑江会戦でロシアを圧倒して日本が勝利すると、国際市場で日本外債は安定した。結局日本は１９０

４年から１９０７年にかけ合計６次の外債発行により、借り換え調達を含め総額１億３０００万ポンド（約１３

億円弱）の外貨公債を発行した。この公債は第一次世界大戦の後まで残ることとなった。日本の日露戦

争の戦費総額は１８億２６２９万円とされる。

さて、開戦時の両軍の基本戦略は以下の如くであった。

＊ 日本側 海軍は旅順にいるロシア太平洋艦隊を殲滅ないし封鎖し、対馬海峡を抑え制海権を確

保する。その後陸軍が朝鮮半島へ上陸し、在朝鮮ロシア軍を駆逐し、遼東半島へ橋頭堡を立て旅順を

孤立させる。さらに満洲平野のロシア軍主力を早めに殲滅したのちに沿海州へ進撃し、ウラジオストック

の攻略まで想定していた。そして海軍によるロシア太平洋艦隊の殲滅は、ヨーロッパより回航が予想さ

れるバルチック艦隊の到着までに行う。

＊ ロシア側 日本の上陸を朝鮮半島南部と想定し、鴨緑江付近に軍を集結させ北上する日本軍を

迎撃させる。迎撃戦で日本軍の前進を許した場合は、日本軍を引き付けながら順次ハルビンまで後退

し、補給線の延びきった日本軍を殲滅するという戦略に変える。太平洋艦隊は無理に決戦をせず、ヨー

ロッパ方面艦隊の増援を待つ。ただしロシア側は、この時期の開戦を想定しておらず、旅順へ回航中だ

った戦艦オスリャービャが間に合わなかったなど、準備は万全と言えるものではなかった。

① 開戦後の陸戦

当時は歩兵、騎兵の戦いで、大砲、機関銃、馬車はあった

がまだ自動車、戦車、航空機はなかった。

陸軍本隊の１、２軍は朝鮮半島に上陸し、鴨緑江を渡って

中国に攻め入り、金州・南山と速攻で遼陽、奉天に向かって

進軍し、多大な犠牲を出しながらも勝利をもぎ取った。又、第３

軍は遼東半島の大連に上陸し旅順を攻撃し、ロシアの旅順艦

隊を撃滅した。日本軍の戦闘兵力は総員２５万、ロシア軍は３

１万と後衛十万で、兵力はロシア軍が上であった。火力は日

本が砲８２８門、重砲１７５門、機関銃２５６挺、

ロシアは砲１１５９門、重砲６０門、機関銃５６挺

であり、火力では日本が上まわっていた。但

し、この数は日本としては最新兵器を精一杯

持たせて送り出した結果であるが、ロシアはま

だ後方に予備があったのである。両軍とも機関

銃や重火器による戦いは初めてで、過去の戦

闘より犠牲が一桁多い事に驚愕する。旅順に

向かう途中の南山攻撃では、一日だけで砲弾

３万４千発、銃弾２２０万発を使い、これは開戦

当時の見積りの半年分、日本の生産量の３ヶ

月に当たったという。この為、日本軍は終始、

弾丸が不足して攻撃を中止する場合もあった

河を渡るロシア軍

旅順に入る日本軍
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のである。当時の日本の参謀本部は「歩兵万能主義」で、砲撃に依存しないで、「如何なる要塞陣地も

強襲にて攻略し得るもの」と考えていた。日露戦争最大の難関だったロシア太平洋艦隊基地旅順軍港

を護る要塞群は、それまでは存在しなかった１．５ｍ厚のコンクリートで覆われた構造物で、防衛要寒が

１５ヶ所、後方防禦要寒６ヶ所、合計２１ヶ所あった。しかも正確な位置図も要寒資料もなく、有名な２０３

高地すら記入されていなかったのです。当時の日本は要寒を知らなかったので、攻略には大型砲が必

須である事も理解してなかったのです。その為旅順攻撃に必要な兵力、兵器の準備もなく、要寒攻撃の

順序や攻撃方法の指示も無かったのです。日本軍が日露戦争で使った

砲弾約１００万発、銃弾２０００万発と言われていますが、必要な砲銃弾数

も解らず、生産が追い付かないこともあって、弾切れが続出し多くの犠牲

者を出したのです。且つ、本国参謀本部は戦略を指示したら、後は現地

司令部の判断で攻撃するのが常なのですが、多方面戦争の経験が無

く、本国参謀本部と現地司令部の指示が、乃木希典将軍の第３軍司令

部にバラバラに伝達され戦闘が混乱したのです。

ところで日本はこの戦力でなぜ勝てたのでしょうか。大部分の軍人は

過去の戦いを戦うと言われているが、当時のロシアの戦争はナポレオン

に勝った戦法を取っていたのである。その作戦は小戦闘を続けながら徐

々に引いて、敵の兵站が伸びきり補給が追い付かなくなった所で決戦を

挑んで勝つと言うのが伝統的戦法だったのです。そこで日本軍はこれを

研究し、速攻で攻め続ければ勝てると考えたのです。もう１つは、当時は

航空機がなかったので、砲撃した後も相手の状況が把握出来ず、その

時の司令官の判断まかせで戦うしかなかったのです。さらに旅順要寒をわずか半年で攻略したことが勝

利の要因であった。奉天の戦いでは、第３軍と戦うのを恐れたロシアのクロパトキン司令官の慎重すぎる

判断に、日本は大いに救われ勝てたのです。この日露戦争は歩兵の戦いで移動速度が遅い上に、冬

の寒冷地で体力消耗が激しく、食料も凍結して食べるのに苦労する等、まことに悲惨な戦争でした。

② 日本海海戦

日本の連合艦隊は１９０４年に黄海海戦でロシア

太平洋艦隊主力の旅順艦隊と、蔚山沖海戦でウラ

ジオストク艦隊に勝利したことで、極東の制海権を確

保していた。また日本艦隊は、旅順要塞陥落の後、

艦艇を一旦ドック入りさせるとともに、射撃訓練を行

い命中精度を上げていた。問題はバルチック艦隊を

どこで捕捉できかである。カムラン湾からウラジオスト

クへの航路は対馬海峡経由、津軽海峡経由、宗谷

海峡経由の３箇所があり得た。しかし、３箇所すべて

に戦力を分散すれば各個撃破されかねず、賭けに

出ざるを得なかった。カムラン湾のロシアのバルチッ

ク艦隊は、ウラジオストックに向けて３３,３４０キロもの長大な距離を１９０４年１０月から半年以上航海を続

けた。初めての東洋への不安や、旅順艦隊を撃破した日本海軍への恐れは、水兵の間に蔓延してい

た。さらに艦隊は出航後ウラジオストクまで、各港をイギリスが押さえているので途中寄港できないことか

ら、各艦とも石炭や大量の補給物質を積み込んでいた。当時の軍艦に大きな煙突があるは、動力が石

炭ボイラーによる蒸気機関だったからである。そのため各艦とも排水量をかなり超過して燃料を積載し、

喫水線の高さ減少や復原力の低下に繋がり、日本海海戦における各戦艦の沈没の大きな要因となっ

た。さらに長期の航海では、船底の貝やフジツボを落とすためドック入りしての作業が必要であったが、

それも出来なかった。また、燃料の無煙炭も充分には十分には確保できなかったので、艦隊は黒煙を

吐き艦隊位置を早めに知られることになった。そして７ヶ月に及ぶ航海の末、バルチック艦隊は日本の

連合艦隊と激突した。そして２日間の海戦でバルチック艦隊はその艦艇のほとんどを失うのみならず、

司令長官が捕虜になるなど壊滅的な打撃を受けた。これに対して日本の連合艦隊は喪失艦がわずか

戦艦三笠１５.０００トン
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に水雷艇３隻という、近代海戦史上例のない圧勝に終わった。その１つの原因は砲撃の命中率にある。

当時の砲撃による平均的命中率は５／１００と言われていたが、日本は訓練によって８／１００の命中率

を誇っていた。この３％の差が大きかったのだ。更に船底の貝やフジツボでロシア艦隊は１１ノットの速

度のしか出ないかったが、日本艦隊に攻撃防禦に１５ノッ

トを出せたので、全ての行動で先手を打てて完勝したの

である。もう１つの勝因は水雷艇による魚雷攻撃がある。

日本は日清戦争で魚雷の有効性に気づいて、魚雷の研

究を進めた。当時魚雷攻撃が出来る国は少なかったし、

３０ノット出せる水雷艇は接近攻撃で威力があった。この

後日本の水雷艇は世界的に有名になった。当時の日本

の水雷艇は魚雷攻撃のみならず機雷敷設もやったの

で、ロシア海軍は水雷艇が通った後の水雷にも気をつけ

ざるを得ず、回避行動で苦慮した。実際にこの機雷で旅

順艦隊の名将マカロフ提督が乗る戦艦が撃沈されて、ロ

シアに衝撃が走ったとされる。もう１つは、帝政ロシアの貴

族士官と平民兵士の連係プレーの悪さと、日本の新設さ

れた軍隊の戦闘意識の差が有効に働いたのである。

日本が世界の予想を覆し、バルチック艦隊のほとんど

を撃沈してロシア海軍を壊滅させた。予想もしなかった結果に列強諸国は驚愕した。そしてトルコ、ポー

ランド、フィンランドのようにロシアに編入された地域のみならず、白人国家による植民地支配に甘んじ

ていたアジア諸国を熱狂させた。日露戦争は現在でも、有色人種国家が初めて白色人種国家に勝った

戦争として語り継がれている記念すべき戦いなのです。この海戦の結果、陸戦のみならず日本側の制

海権が確定し、ロシア側も和平に向けて動き出した。

当時のロシア皇帝は日本を「黄色い小猿」と呼んで馬鹿にしていた。その日本人が、まさか戦争を仕

掛けてくるとは考えてもいなかったのである。これはロシアのみのことではなく、欧米諸国全ての当時の

認識であった。この認識は第２次大戦の真珠湾攻撃まで続いたのである。確かに日露戦争時の戦艦は

いずれもヨーロッパ製であった。その黄色い小猿たちが日露戦争からわずか３０年後に、巨大な戦艦や

空母群、最新の戦闘機を自ら作って真珠湾攻撃をして、アメリカの太平洋艦隊を壊滅されたのであるか

ら、当時のアメリカ大統領やマッカーサーも、相当後まで信じる事が出来なかったようである。

ロシアでは、日本軍に対する相次ぐ敗北と帝政に対する民衆の不満が増大し、国民の間には厭戦気

分が蔓延した。さらにバルチック艦隊が壊滅し制海権も失って、戦争継続が困難となっていた。日本は

この勝利でロシアを土壇場まで追い詰めた。しかし、ロシアは戦死２．５千人、捕虜７．９千人に対し日本

軍の戦死５．５万人、捕虜１８００人と日本が多大の犠牲を払い真に悲惨な戦争であった。日本はこの１９

ヶ月の戦争に戦費１７億円を投入したが、戦費のほとんどは戦時国債による調達で、返済に第１次大戦

後までかかった。日本の常備兵力２０万人に対し総動員兵力は１０９万人に達した事や、国内産業の稼

働率が低下し経済的に疲弊するなど国力消耗が激しかった。そこでアメリカの仲介で講和提案を受け

入れ、日露はアメリカ・ポーツマス近郊で終戦交渉に臨み、１９０５年９月に講和した。この戦争は東西の

戦いとされたが、西洋だったのは実は近代化を果たした日本で、ロシアこそ東側だったとされている。

③ 戦中、戦後の処理

ロシア側の６,０００名以上の捕虜の多くが乗艦の沈没により海に投げ出されたが、日本軍の救助活動

により救命された。また対馬や日本海沿岸に流れ着いたものも多く、各地の住民に保護された。東郷元

帥がイギリスに７年間留学していたこともあり、日本は戦時国際法に忠実で、国際社会に日本は文明国

であるとアピールするためにも戦時法遵守が末端の水兵にまで徹底されていた。ロシア兵捕虜は日本

国民が戦時財政下の困窮に耐える中で、十分な治療と食事を与えられ健康を回復し帰国した。日本の

戦時国際法遵守に、世界各国から賞賛が寄せられた。この戦争において日本軍の乃木将軍は、旅順

要塞司令官のステッセルが降伏した際に帯剣を許すなど、武士道精神に則り敗者を非常に紳士的に

扱った。日本赤十字も戦争捕虜も人道的に扱い、ロシア兵戦傷者の救済に尽力した。終戦後、日本国

ロシア戦艦オスリャービャ１５.０００トン
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内のロシア兵捕虜はロシア本国へ送還された。しかし、軍法会議での処罰を恐れるロシア士官は日本

にとどまることもできたが、熊本県に収容されていたロシア士官は、帰国決定の日に全員自殺している。

負傷し捕虜となったロジェストヴェンスキーは長崎の海軍病院に収容され、東郷の見舞いを受けた。

東郷は平服姿で病室に入ると、ロジェストヴェンスキーを見下ろす形にならないよう枕元の椅子にこしか

け、気遣いながらゆっくり話し始めた。この時東郷は付き添い将校が驚くほどに言葉を尽くし、大航海を

成功させたにもかかわらず惨敗を喫した敗軍の提督を労った。ロジェストヴェンスキーは「敗れた相手が

閣下であったことが、私の最大の慰めです」と述べ、涙を流した。この事はこの戦いまでが、戊申戦争や

西南戦争で戦った薩長土肥中心の武士の戦いであった。第２次大戦になると新生軍人の戦いとなった

ので、孫子の兵法をかなぐり捨てて残虐行為に走ったのは何故か。第２次大戦末期には軍人は国民を

守ろうとせず、全ての日本住民を犠牲にしまで戦おうとする、堕落した軍人になったのはどうしてか、大

いなる疑問である。

６．日露戦争当時、日本の新技術

＊ 伊集院信管

当時の徹甲弾では威力が小さく、敵艦の装甲を貫通できないことが多かった。榴弾も信管に問題が

あり、敵艦に命中しても爆発しない事もあった。連合艦隊は榴弾による艦上部の破壊を狙い、信管に伊

集院五郎少将の開発した信管を採用した。ロシアの砲弾は徹甲弾なので爆発せず煙突などに当たると

突き抜けて海中に落下した。しかし、日本の砲弾は瞬発式で、ロープに当たってもその場で破裂したと

言われるほど鋭敏に起爆し、下瀬火薬の高温で火の海にしたのである。バルチック艦隊は下瀬火薬の

豪雨を浴びせたことが、ワンサイドゲームの一因とされる。ただし、伊集院信管はあまりに鋭敏なため、

膅発事故の原因と疑われることもあった。「膅発」とは、連続射撃をした砲身が赤熱して、砲身内で爆発

する事故である。日本海海戦でも「三笠」、「日進」、「オリョール」で膅発が発生した。現在ではこの膅発

は伊集院信管が原因ではなく、砲弾に炸薬を溶填したさい気泡を取り除く技術が不完全なためホットス

ポットが出来安く、発射した衝撃で爆発したと考えられている。

＊ 下瀬火薬

連合艦隊は砲弾の炸薬に下瀬火薬を導入した。当時炸薬の主流であった黒色火薬より爆速が速く、

ロシア艦の構造物を粉々に破壊した。下瀬火薬の爆速は、現在のTNT火薬の爆速 6,900m/秒を上回

る 7,350m/秒であり、日露戦後、日本に謎の下瀬火薬ありと諸外国から恐れられた。さらに下瀬火薬は

その高熱によってペンキなどを燃やし、甲板を火の海にした。想像を絶する砲弾の威力に、バルチック

艦隊の司令塔内にいた者は一人残らず震えあがり、司令塔内から逃げる者もいたと伝えられている。当

時の火薬技術は国家機密でその詳細を入手することは困難であり、ピクリン酸系の下瀬火薬は下瀬自

身が独自の開発したと主張している。ヨーロッパではこの系統の火薬は高感度と毒性を嫌って使用され

なかったが、日本では砲弾の威力を優先した。下瀬は実験の爆発事故で重傷を負いながらも研究を行

い、弾体の内部に漆を塗ると鉄との反応を防げ

ることを発見し、砲弾を完成させた。

＊ 三六式無線電信機

この無線機は、１０年間イギリスに留学してい

た伊集院五郎少将が、イギリスから得た情報を

元に木村駿吉博士が完成したものです。当時

はまだ真空管が発明されてなかったので、コイ

ル増幅で６００ｗの出力を出し到達距離１０００ｋ

ｍとされています。さらに島津源蔵が日本初の

鉛蓄電池の開発に成功したので、船舶に搭載

可能となりました。そしてこの無線機を秋山真

之参謀がトップに上申し、１９０３年に連合艦隊

に採用され、日本海海戦で活躍したのです。

当時、無線電信技術はマルコーニが１８９４年

頃に発明したばかりだったが、日本海軍はいち早くこの重要性に着目し、世界トップレベルの通信機を

３６式無線機
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整備した。この無線機から信濃丸によるバルチック艦隊発見の報告や、戦闘中の各艦の情報交換に活

用され戦況を有利に導いた。この無線機は安中電機製作所（現アンリツ）の製品で、蓄電池は島津製作

所の製品で、継電器はイギリス製であった。一方、ロシア側ではマルコーニとほぼ同時期にアレクサンド

ル・ポポフが無線電信を発明していたが、海軍上層部が先見性に欠けていたために普及が遅れてい

た。この無線電信の分野でも日露両国は明暗を分けることとなった。

★ 雑がき ⑨・・・・平尾

１．変なアリアを聞いちゃった

夏前の日曜日、グリーンパークの寄り道してＹ岡邸によりました。そしてホーンスピーカーシステムを

構築中とのことで、テストと称して様々な曲を聴きました。そして、その最後の方にトカスのアリア「歌に生

き恋いに生き」を何人かの歌手のをちがえて聞かされました。トップは何度聞いてもイイとは思えないカ

ラスの絶唱と言われる有名な盤、そして何人か後に「この歌はどう」と聞かされたのが、オクターブ程低い

声の歌手でした。随分と癖のある歌い方ですが、なかなか上手いのです。再度「誰だか解る」と言われ

て、はっと思い至った声は何とひばりでした。癖は多々ありますが何とも「上手い」のです。ひばりは楽譜

も読めませんが音感は素晴らしいものがあります。聞いた話ですがＮ響と初めて共演した時、楽員がな

めて雑な演奏をしたらしいのです。その時ひばりに、楽団員のヴァイオリン調弦ミスを指摘されて、びっく

りしてその後は気合いを入れて演奏したと聞きます。それ程、彼女の耳は凄いらしいです。

帰宅して、インターネットで調べると「ひはりのトカス」は有名なようで、幾つかのブログでヤヤ音は悪い

ですが、彼女のアリアが聞けます。このアリアは１９８６年「題名のない音楽会」で歌ったらしく、それを２０

０８年テレビ朝日が再放送したものが有名になった様です。ひばりは１９８９年に亡くなってますから、素

晴らしいものを記念に残してくれたのです。このCDを買おうとは思いませんが、一聴の価値があります。

ひばり嫌いには身体に悪いかも知れませんが、偏見を捨てて、ぜひ、ご一聴あれ。

２．ジバンニ・ボッテジーニのコントラバス・ソナタ 「エレジー」

ＮＨＫ・FMでめずらしい曲を聞いた。ジバンニ・ボッテジーニのコントラバス・ソナタ「エレジー」である。

演奏は日本人の白井菜々子で、難曲らしいがバスとピアノの掛け合いも見事な曲で、演奏も素晴らし

く聞き惚れてしまった。ほとんどの音域はチェロなので、高域の音を出すには、ほとんど弦の根元を押さ

えるので、凄く力が要るのとボジッショニングがもの凄く難しい曲だ。インターネットで調べたがまだＣＤは

ないらしい。他にボッテジーニのはコントラバス協奏曲もあるらしく、日本でもこれから注目されるものと確

信する。そもそも、コントラバスの曲なんて絶対数が少ないし、ましてオーケストラの演奏会でプログラム

に載ることも滅多にない。最近、彼女が演奏したボッテジーニの「コントラバス協奏曲 第２番」は１５分強

ほどのコンパクトな曲で３楽章形式、第１楽章後半には超絶技巧のカデンツァがあり、第２楽章の緩徐楽

章は美しい旋律が歌うらしい。ボッテジーニは１８２１年の生まれのイタリア人で、「コントラバスのパガニ

ーニ」と呼ばれただけあって、技巧の難易度が高いだけでなく、イタリア風の大らかな旋律が美しい。

そもそもソロのコントラバス奏者そのものがめずらしいし、白井菜々子は１９９０年生まれで、現在ウイ

ーンで勉強中らしく、現在世界で注目の人らしい。こうなるとボッケジーニのＣＤを何とかして手に入れた

いと思うが、現在誰もCDを出していないらしい。が、あったら教えて下さい。


